
別紙 

現地参加者のディスカッション成果物 東京会場 1～10 班、静岡会場 A～F 班 

【1 班】議題：クオリティカルチャーの活動を行う上で課題と感じている実態を踏まえ、その原因及び効果的な解決策を考えてください。

（回答は、キーワードに応じたリーダーシップ、リソース、リライアンス、その他の 4 つの切り口に分類してください。） 

項目 キーワード 各社の主な実態 推測原因 効果的な解決策 

リーダーシップ 経営陣の関与 

責任者層の関与 

明確な方向性 

具体的な計画 

その他 

・経営陣の実際の考え、現

場の声が伝わりにくい。 

・ワンマン社長のような

間違ったリーダーシッ

プ。 

・経営陣からクオリティ

に関する発信頻度の少な

さ。 

・経営陣と直接コミュニ

ケーションを取れる仕

組み。 

・GMP 出身の人が経営

陣になる人事制度。 

・経営陣による製造現場

の視察。 

リソース 人員 

時間 

情報 

その他 

・作業人員の不足。 

・人員不足に起因する時

間不足。 

・クオリティカルチャー

の醸成に要する時間設定

の難しさ。それ故、経営陣

を説得するための根拠不

足。 

・リソースを再分配する

ための経営陣の説得材

料の確保。 

・現在の状況を経営陣に

示し、説得。 

リライアンス 教育訓練 

社内研修 

会議 

社内懇親会 

その他 

・モチベーションの維持

が困難。 

・従業員間の業務に対す

る理解度のレベルを合わ

せるのが困難。 

 ・ジョブローテーショ

ン。 

・逸脱事例をチャットツ

ール等で共有。 

・逸脱情報等の共有化手

段の確立。 

その他 上記以外    
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【2 班】議題：クオリティカルチャーの活動を行う上で課題と感じている実態を踏まえ、その原因及び効果的な解決策を考えてください。

（回答は、キーワードに応じたリーダーシップ、リソース、リライアンス、その他の 4 つの切り口に分類してください。） 

項目 キーワード 各社の主な実態 推測原因 効果的な解決策 

リーダーシップ 経営陣の関与 

責任者層の関与 

明確な方向性 

具体的な計画 

その他 

・物事の決定権の所在が

不明確。 

・実務者にリーダーシッ

プを有した者の不在。 

・組織の各層におけるリ

ーダーの不在。 

 

 

・組織の各層にリーダー

の配置。 

・若手によるリーダーの

経験。 

リソース 人員 

時間 

情報 

その他 

・主力の人達には現場の

業務があり、教育の時間

を割り当てられない。 

・人員を増やしても育成

する人がいない。 

・中堅社員の不足。 

・自己研鑽の時間を作れ

ない。 

・モチベーションを上げ

る取り組みがない。 

 

 

・忙しさの原因追究や業

務の棚卸により「見える

化」し、その内容を経営

陣に伝える。 

・逸脱の処理時間を KPI

とする。 

リライアンス 教育訓練 

社内研修 

会議 

社内懇親会 

その他 

・対面での教育を全社員

に行うことが困難。 

 

・心理的安全性が確保で

きていない。 

・ジョブローテーション

できていない。 

・現場を熟知する者を

QA にする。 

・社長含めた責任者を肩

書ではなく「さん」付け

で呼ぶ。 

・若手に期待する人物像

を伝える。 

その他 上記以外    
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【3 班】議題：クオリティカルチャーの活動を行う上で課題と感じている実態を踏まえ、その原因及び効果的な解決策を考えてください。

（回答は、キーワードに応じたリーダーシップ、リソース、リライアンス、その他の 4 つの切り口に分類してください。） 

項目 キーワード 各社の主な実態 推測原因 効果的な解決策 

リーダーシップ 経営陣の関与 

責任者層の関与 

明確な方向性 

具体的な計画 

その他 

・経営陣がコストと品質

の優先順位を明確にして

いない。 

・課長～部長クラスが部

下にインプット出来てい

ない。 

・別の分野出身の経営陣

であるため、現場への理

解が不足している。 

・マネジメントレビュー

の頻度が少ない。 

・品質会議には現場を理

解する責任者クラスが

参画する。 

・経営陣からの発信頻度

を増やす。 

リソース 人員 

時間 

情報 

その他 

・本来の課題解決に向け

た人材配置が目的の達成

に直結しない。（例えば、

経営陣が新卒を QA に配

置する。） 

・QAに必要な能力を明文

化していない。 

・QAは業務量に対して対

価が低く、表彰制度もな

い。 

・QA の作業手順を詳細

に記載する。 

・定期的に表彰を行うな

ど、職員のモチベーショ

ンを上げる方法を考案

する。 

リライアンス 教育訓練 

社内研修 

会議 

社内懇親会 

その他 

・生産部門が従来の手順

にこだわりを持ってい

る。 

・QAではなく製造優位と

考える経営陣が残ってい

る。 

・経営陣や工場長が別の

部署の居室で働く。 

その他 上記以外    
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【4 班】議題：クオリティカルチャーの活動を行う上で課題と感じている実態を踏まえ、その原因及び効果的な解決策を考えてください。

（回答は、キーワードに応じたリーダーシップ、リソース、リライアンス、その他の 4 つの切り口に分類してください。） 

項目 キーワード 各社の主な実態 推測原因 効果的な解決策 

リーダーシップ 経営陣の関与 

責任者層の関与 

明確な方向性 

具体的な計画 

その他 

・経営陣は現場の状況を

理解できていない。 

・経営陣がリーダーシッ

プを取らず、放任してい

る。 

・経営陣が経営に注力し、

製造の課題を自分事とし

て捉えていない。 

・経営陣が変化を嫌い、現

状維持に徹している。 

 

・経営陣に危機感を持た

せるため、他社の品質事

案を報告する。 

・薬機法改正で責任役員

の変更命令が下ること

を理解してもらう。 

リソース 人員 

時間 

情報 

その他 

・人員や時間が足りない。 ・経営陣が現場を知らな

い。 

・経営陣に現場を見学し

てもらう。 

リライアンス 教育訓練 

社内研修 

会議 

社内懇親会 

その他 

・製造部門等の作業員の

理解が得られない。 

・知識が共有化されてい

ない。 

・社員の意識・モチベーシ

ョンが低い。 

・十分な能力・時間を有す

る教育者がいない。 

・教育のメリットが感じ

られていない。 

・問題意識の欠如。 

 

・製造のリスクの大きさ

を丁寧に伝える。 

・教育をシステム化し、

暗黙知を明確にするた

め標準を作り込む。 

・資格制度を設定し、昇

給昇進などの人事・表彰

制度と関連付ける。 

その他 上記以外    
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【5 班】議題：クオリティカルチャーの活動を行う上で課題と感じている実態を踏まえ、その原因及び効果的な解決策を考えてください。

（回答は、キーワードに応じたリーダーシップ、リソース、リライアンス、その他の 4 つの切り口に分類してください。） 

項目 キーワード 各社の主な実態 推測原因 効果的な解決策 

リーダーシップ 経営陣の関与 

責任者層の関与 

明確な方向性 

具体的な計画 

その他 

・現場から経営陣へメッ

セージが伝わらない。 

・部課長が経営陣に対し

て、良いことしか伝えて

おらず、現場の本音・実態

を伝えていない。 

・普段から、部課長含め

経営陣を「さん」付けで

呼ぶ。 

・現場から意見を発信し

続ける。 

リソース 人員 

時間 

情報 

その他 

・資金がリソースの中で

最も重要な要素だと考え

るが、効率的に配分でき

ていない。 

・主に経営や製造を考え

る工場長と、品質を考え

る製造管理者が同一人物

である。 

・工場長と製造管理者の

役割を別の者に与える

とともに、同年の方が望

ましい。 

リライアンス 教育訓練 

社内研修 

会議 

社内懇親会 

その他 

・心理的安全性が確立さ

れていない。 

・経営陣とのコミュニケ

ーションが円滑ではな

い。 

・経営陣に対して、リス

クを前面に出して、改善

策を提案する。 

その他 上記以外 ・文化の醸成のためには、

継続的に何かを取り組む

必要があるが、他責とし

て考えている人が多い。 

 ・経営陣などが口酸っぱ

く伝えたいことを言い

続ける。 

 

 



別紙 

現地参加者のディスカッション成果物 東京会場 1～10 班、静岡会場 A～F 班 

 6 / 16 

 

【6 班】議題：クオリティカルチャーの活動を行う上で課題と感じている実態を踏まえ、その原因及び効果的な解決策を考えてください。

（回答は、キーワードに応じたリーダーシップ、リソース、リライアンス、その他の 4 つの切り口に分類してください。） 

項目 キーワード 各社の主な実態 推測原因 効果的な解決策 

リーダーシップ 経営陣の関与 

責任者層の関与 

明確な方向性 

具体的な計画 

その他 

・責任役員の現場に対す

る理解がない。また、GMP

の用語さえも知らないこ

ともある。 

・経営陣と現場の者たち

のコミュニケーションが

不足している。 

・マネジメントレビュー

の頻度を毎年から四半

期ごとに変更した。 

・現場が納得できるまで

経営陣に改善策を提案

し続ける。 

リソース 人員 

時間 

情報 

その他 

・教育に割り当てる時間

が無く、目の前の業務が

優先される。 

・業務に対して他責の意

識が強い。 

・責任役員に現場を見て

もらい、リソース配分を

調節してもらう。 

リライアンス 教育訓練 

社内研修 

会議 

社内懇親会 

その他 

・製造部門が自身の業務

に対する理解度が低く、

やらされている感があ

る。 

・教育に時間を割くより、

売上のための生産性を上

げることが優先される。 

・製造を任されていると

いう期待感を経営陣か

ら伝える。 

その他 上記以外 ・オンラインツールの使

用により、業務の理解度

が低下している。 

・オンライン化により、部

下と上司のコミュニケー

ションが薄くなった。 

・上司が対面で部下に業

務内容を説明した上で、

業務を任せる。 
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【7 班】議題：クオリティカルチャーの活動を行う上で課題と感じている実態を踏まえ、その原因及び効果的な解決策を考えてください。

（回答は、キーワードに応じたリーダーシップ、リソース、リライアンス、その他の 4 つの切り口に分類してください。） 

項目 キーワード 各社の主な実態 推測原因 効果的な解決策 

リーダーシップ 経営陣の関与 

責任者層の関与 

明確な方向性 

具体的な計画 

その他 

・経営陣へのインプット

はあるが、浸透が不十分。 

・経営陣と現場の意識に

ずれがある。 

・中間管理職、キーマンの

不在。 

・クオリティカルチャー

の指標づくり。 

・クオリティカルチャー

醸成のためのキーマン

を育成する。 

リソース 人員 

時間 

情報 

その他 

・人材確保が困難。 

・育成した人材の流出 

 

・経営陣の理解不足。 

・現場と経営陣のコミュ

ニケーション不足。 

・給与体系。 

・医薬品製造業の良さを

アピールできていない。 

・経営陣へのプレゼンテ

ーション、ネゴシエーシ

ョンのトレーニング。 

・高専生、大学生などへ

のアピール。 

・現場 QA の有効活用。 

リライアンス 教育訓練 

社内研修 

会議 

社内懇親会 

その他 

・活動の目的の浸透不足。 

・部門間でレベル合わせ

できていない。 

・合議制で反対意見する

ことに躊躇してしまう。 

・改善提案を言いづらい

雰囲気。 

・改善提案と検討者を別

にする（客観性）。 

・インシデント上申の奨

励（問題提起しやすくす

る）。 

その他 上記以外    
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【8 班】議題：クオリティカルチャーの活動を行う上で課題と感じている実態を踏まえ、その原因及び効果的な解決策を考えてください。

（回答は、キーワードに応じたリーダーシップ、リソース、リライアンス、その他の 4 つの切り口に分類してください。） 

項目 キーワード 各社の主な実態 推測原因 効果的な解決策 

リーダーシップ 経営陣の関与 

責任者層の関与 

明確な方向性 

具体的な計画 

その他 

・品質方針等の社内周知

不足。 

・経営陣からのアクショ

ン不足。 

・経営陣の意思表示不足。 

・現場リーダーの理解、リ

ーダーシップ不足。 

・コミュニケーション不

足。 

・経営陣、現場リーダー、

従業員が一堂に会して

直接対話する場の設置。 

・当局が経営陣の関連度

合いを発信する。 

リソース 人員 

時間 

情報 

その他 

・他の業務との兼務。 

・属人的な活動。 

・非正規職員の増加。 

・他工場との情報共有の

欠如。 

・納期優先。 

・ボランタリーな活動。 

・経営陣への上申が困難。 

・情報共有システムがな

い。 

・工場間の人事ローテー

ション 

・経営陣がやめることを

決める。 

・組織風土の改革。 

・DX 化の推進。 

リライアンス 教育訓練 

社内研修 

会議 

社内懇親会、その他 

・トップ/リーダー/現場

のリライアンス不足。 

・相互信頼の醸成不足。 

・経営陣と現場の相互理

解不足。 

・直接対話の場の設置。 

・経営陣への教育。 

・社長と現場を繋ぐキー

マンの設置。 

その他 上記以外 ・モチベーション不足（評

価・承認欲求） 

 

・活動への評価が不十分。 

 

・評価の客観性基準（達

成基準）を作る。 

・評価、結果への反映。 

・マイナス評価の回避。 

  



別紙 

現地参加者のディスカッション成果物 東京会場 1～10 班、静岡会場 A～F 班 

 9 / 16 

 

【9 班】議題：クオリティカルチャーの活動を行う上で課題と感じている実態を踏まえ、その原因及び効果的な解決策を考えてください。

（回答は、キーワードに応じたリーダーシップ、リソース、リライアンス、その他の 4 つの切り口に分類してください。） 

項目 キーワード 各社の主な実態 推測原因 効果的な解決策 

リーダーシップ 経営陣の関与 

責任者層の関与 

明確な方向性 

具体的な計画 

その他 

・経営陣は現場に丸投げ

で、現場との距離が遠い。 

・経営陣の参画について

システム化されておらず

属人的。 

・経営陣の関与が不明確。 

・会社としてのポリシー

がない。 

 

・経営陣からの歩み寄

り。 

・経営陣に対する品質教

育。 

リソース 人員 

時間 

情報 

その他 

・製造・QC 以外の業務が

QA に割り当てられる。 

・経営陣からリソースに

関するコミットメントが

ない。 

・QA 人材育成の困難さ。 

・人材不足と確保困難。 

・活動と成果について数

値化が難しく、必要なリ

ソースの定量化が困難。 

・QA 業務の棚卸。 

・IT の活用。 

・KPI を設定して評価。 

リライアンス 教育訓練 

社内研修 

会議 

社内懇親会 

その他 

・経営陣とのコミュニケ

ーション不足。 

 

・現場と経営陣の間のギ

ャップの存在。 

・上申しやすい雰囲気が

ない。 

・上司への提言方法の改

善。 

・風通しのよい組織。 

 

その他 上記以外 
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【10 班】議題：クオリティカルチャーの活動を行う上で課題と感じている実態を踏まえ、その原因及び効果的な解決策を考えてください。

（回答は、キーワードに応じたリーダーシップ、リソース、リライアンス、その他の 4 つの切り口に分類してください。） 

項目 キーワード 各社の主な実態 推測原因 効果的な解決策 

リーダーシップ 経営陣の関与 

責任者層の関与 

明確な方向性 

具体的な計画 

その他 

・上級経営陣の関与が不

明確。 

・経営陣と従業員の意識

のギャップ。 

・上級経営陣に正しい情

報が上がっていない。 

・社長との直接コミュニ

ケーションをとる場の

設置。 

・朝礼などでの社長講

話。 

リソース 人員 

時間 

情報 

その他 

・業務を自分事と捉えて

いない。 

・リソース不足（人、時

間）。 

 

・リソース配分の熟考不

足。 

・QAのみが主体的となっ

ている。 

・マネジメントレビュー

で現状を可視化。 

・会社のビジョンを若手

中心に作る。 

・経営陣へ適正人数を要

求。 

リライアンス 教育訓練 

社内研修 

会議 

社内懇親会 

その他 

・クオリティカルチャー

について腹落ちできてい

ない。 

・自発性を促す教育の難

しさ。 

・部署間の意識のギャッ

プ。 

・受動的な教育。 

・品質文化の日の設定。 

・自発的活動の推進（改

善活動への対価、営業現

場への説明など） 

・オレンジレターの活

用。 

その他 上記以外 ・クオリティカルチャー

の活動を行う人が限定

的。 

 ・各部署からキーマンを

集める。 



別紙 

現地参加者のディスカッション成果物 東京会場 1～10 班、静岡会場 A～F 班 

 11 / 16 

 

【A 班】議題：クオリティカルチャーの活動を行う上で課題と感じている実態を踏まえ、その原因及び効果的な解決策を考えてください。

（回答は、キーワードに応じたリーダーシップ、リソース、リライアンス、その他の 4 つの切り口に分類してください。） 

項目 キーワード 各社の主な実態 推測原因 効果的な解決策 

リーダーシップ 経営陣の関与 

責任者層の関与 

明確な方向性 

具体的な計画、その他 

・各部門のマネージャー

等、中間層のリーダーシ

ップが肝心。 

  

リソース 人員 

時間 

情報、その他 

・人の入れ替えが多い。 ・入ってきても辞める人

が多い。 

 

 

リライアンス 教育訓練 

社内研修 

会議 

社内懇親会 

その他 

・教育訓練の時間の捻出

が困難。 

・品質という単語の曖昧

さに起因する、部門間の

意識の差。 

・品質部門と製造部門の

間の壁の存在。 

・生産が優先。時間外の教

育訓練に対する社内コン

センサスが難しい。 

・コミュニケーション不

足。コミュニケーション

に対して否定的。 

・教育訓練内容の理解不

足。 

・無駄な慣習的作業の廃

止による時間の捻出。 

・リスクアセスメントな

どの教育訓練を楽しん

でもらう工夫。 

・品質部門から主体的に

コミュニケーションの

機会を増やす。 

その他 上記以外 ・問題の検知力/解決力の

不足。 

・問題点等を挙げる風土

が未醸成。 

・問題点等を検知できて

いない。解決力が無い。 

・従業員からの改善提案

の積極的な拾い上げ。 

・課題解決のケーススタ

ディの実施。 
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【B 班】議題：クオリティカルチャーの活動を行う上で課題と感じている実態を踏まえ、その原因及び効果的な解決策を考えてください。

（回答は、キーワードに応じたリーダーシップ、リソース、リライアンス、その他の 4 つの切り口に分類してください。） 

項目 キーワード 各社の主な実態 推測原因 効果的な解決策 

リーダーシップ 経営陣の関与 

責任者層の関与 

明確な方向性 

具体的な計画 

その他 

・価値観が人によって違

うため、熱意が伝わらな

い。 

・プライベート優先の人、

報酬優先の人、やりがい

優先の人などがいる。 

・最低限のルールを守っ

てもらう。 

・一部のやる気のある人

にコアメンバーになっ

てもらう。 

リソース 人員 

時間 

情報 

その他 

・教育訓練の時間を確保

することを経営陣に理解

してもらいたい。 

・教育訓練の効果が、利益

につながらないと思われ

ている。 

・製造スケジュールに余

裕が無い。 

 

リライアンス 教育訓練 

社内研修 

会議 

社内懇親会 

その他 

・QAと現場とで意識がず

れており、QA から現場に

意見を出すと、嫌がられ

る。 

・製造部は、法律よりも、

実際の現物を優先してい

る。一方で、QA は現場を

知らない。 

・QA の指摘の重要性や

メリットを伝える。 

・現場の担当者ではな

く、現場のリーダー格に

伝える。 

その他 上記以外 ・熟練者は効率よく製造

を進められるが、それを

標準化するのは難しい。 

・細かな段取りまで手順

書に書かれていない 
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【C 班】議題：クオリティカルチャーの活動を行う上で課題と感じている実態を踏まえ、その原因及び効果的な解決策を考えてください。

（回答は、キーワードに応じたリーダーシップ、リソース、リライアンス、その他の 4 つの切り口に分類してください。） 

項目 キーワード 各社の主な実態 推測原因 効果的な解決策 

リーダーシップ 経営陣の関与 

責任者層の関与 

明確な方向性 

具体的な計画 

その他 

・経営陣からのメッセー

ジが現場レベルまで届か

ない。 

・トップのメッセージは

抽象的であり、具体性が

欠落している。 

・QA だけでなく他部署

から影響力の高い人が

クオリティカルチャー

の活動内容を現場に共

有する。 

リソース 人員 

時間 

情報 

その他 

・クオリティカルチャー

の活動がない。 

・運営する組織がない。 

・製造があるので時間が

取れない。 

・マネージャー層の理解

を得る。 

リライアンス 教育訓練 

社内研修 

会議 

社内懇親会 

その他 

・コミュニケーション不

足 

・クオリティカルチャー

の醸成活動のマンネリ化 

・機会がない。話しづら

い。 

・担当者がマンネリ化を

感じている。 

・壁越え活動（組織を超

えたお茶会）で雑談し課

題共有。 

・現場からの声をアンケ

ート形式で定期的に問

い続ける。 

その他 上記以外    
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【D 班】議題：クオリティカルチャーの活動を行う上で課題と感じている実態を踏まえ、その原因及び効果的な解決策を考えてください。

（回答は、キーワードに応じたリーダーシップ、リソース、リライアンス、その他の 4 つの切り口に分類してください。） 

項目 キーワード 各社の主な実態 推測原因 効果的な解決策 

リーダーシップ 経営陣の関与 

責任者層の関与 

明確な方向性 

具体的な計画 

その他 

・工場の実態を洗い出し

て、問題解決に向けて動

けていない（全ての部署

で議論する場がない） 

・リソースがない ・何度も頼み込んで開催

したワークショップが

好評だった。 

リソース 人員 

時間 

情報 

その他 

・日常業務に追われてい

る。 

・異常・逸脱発生時にリソ

ースをかけられない。 

・上市段階で工程設計が

適切でないこと。 

・外部のリソースを利用

する。 

リライアンス 教育訓練 

社内研修 

会議 

社内懇親会 

その他 

・製品知識の不足 ・全ての従業員に理解し

てもらうこと 

 

その他 上記以外 ・監査でクオリティカル

チャーに関する指摘を受

けた。 

 ・全社的な意識づくり

（○○イズム） 

・社内インターンで他部

署を知る。 
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【E 班】議題：クオリティカルチャーの活動を行う上で課題と感じている実態を踏まえ、その原因及び効果的な解決策を考えてください。

（回答は、キーワードに応じたリーダーシップ、リソース、リライアンス、その他の 4 つの切り口に分類してください。） 

項目 キーワード 各社の主な実態 推測原因 効果的な解決策 

リーダーシップ 経営陣の関与 

責任者層の関与 

明確な方向性 

具体的な計画 

その他 

・工場長が周囲から慕わ

れる人柄であれば、雰囲

気が良くなる 

 

・管理職の人柄 ・役員や工場長が一貫性

のある発信を続ける。 

リソース 人員 

時間 

情報 

その他 

・品質の重要性が現場レ

ベルまで浸透していな

い。 

・現場に伝えるキーマン

の選定が難しい。 

・キーマンとして、クオ

リティカルチャーの重

要性が響く人、人に影響

力のある人を選ぶ。 

リライアンス 教育訓練 

社内研修 

会議 

社内懇親会 

その他 

・ボトムアップで意見を

出しても結局採用されな

い。 

 

 

・一定の地位にある人の

後ろ盾がないと、下の者

の戯言と軽んじられる。 

・ボトムアップの意見を

採用しない正当な理由

を要求する。 

その他 上記以外 ・他社の成功事例が自社

に当てはまらない。 

 ・自ら考え、長く続けら

れるものから取り組む 
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【F 班】議題：クオリティカルチャーの活動を行う上で課題と感じている実態を踏まえ、その原因及び効果的な解決策を考えてください。

（回答は、キーワードに応じたリーダーシップ、リソース、リライアンス、その他の 4 つの切り口に分類してください。） 

項目 キーワード 各社の主な実態 推測原因 効果的な解決策 

リーダーシップ 経営陣の関与 

責任者層の関与 

明確な方向性 

具体的な計画 

その他 

・取り組める時間もリソ

ースもなかった。 

・経営陣が従業員の意見

を聞かない。また、何が本

当に必要か把握できてい

ない 

・業務が忙しくてリソー

スを割く余裕がない。 

・リーダーの理解が不足。 

・品目整理 

・経営陣が意見に対して

理由を添えてフィード

バックする。 

リソース 人員 

時間 

情報 

その他 

・中途採用を含め、人材確

保が難しい。 

・人材育成にも余裕がな

い。 

・田舎で募集しても応募

がない。 

・人がやめないようにイ

ンセンティブを設ける。 

リライアンス 教育訓練 

社内研修 

会議 

社内懇親会 

その他 

・製造部門と品質部門の

相互理解が進まず、不信

感がある。 

・製造と品質管理の部門

間の距離が物理的に遠

い。 

・信頼関係の構築のた

め、上位者と従業員が

「さん」付けで呼び合

う。 

その他 上記以外    

 


